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た
、
衝
突
時
の
車
両
の
速
度

が
時
速
30
㌔
㍍
を
超
え
る
と

歩
行
者
の
致
死
率
が
跳
ね
上

が
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
分
か
っ
て
い
る
。
た

と
え
衝
突
が
避
け
ら
れ
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
時
速
30
㌔

㍍
な
ら
歩
行
者
の
命
が
助
か

る
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う

わ
け
だ
。

警
察
庁
と
各
都
道
府
県
警

は
速
度
見
直
し
の
周
知
や
取

り
締
ま
り
を
進
め
る
方
針
。

一
方
で
ド
ラ
イ
バ
ー
側
も
速

度
と
死
亡
率
の
関
係
を
理
解

し
た
り
、
生
活
道
路
で
は
歩

行
者
や
自
転
車
利
用
車
を
優

先
さ
せ
る
意
識
を
持
つ
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

は
車
重
に
比
例
す
る
が
、
速

度
の
場
合
は
２
乗
に
比
例
し

て
大
き
く
な
る
。
つ
ま
り
、

時
速
30
㌔
㍍
か
ら
同
60
㌔
㍍

に
な
る
と
衝
突
力
は
２
倍
で

は
な
く
４
倍
に
な
る
。
ま

な
ど
は
対
象
外
と
な
る
。

車
の
衝
突
に
よ
る
衝
撃
力

る
わ
け
で
は
な
く
、
中
央
線

や
中
央
分
離
帯
が
あ
る
道
路

限
は
あ
る
し
、
近
年
は
「
ゾ

ー
ン
30
」
な
ど
の
面
的
規
制

も
あ
る
。
た
だ
、
幹
線
道
路

や
高
速
道
路
な
ど
の
よ
う
に

交
通
安
全
施
設
（
信
号
機
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
）
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
法
定
速
度
の
見
直
し
に

踏
み
切
っ
た
格
好
だ
。

も
っ
と
も
、
す
べ
て
の
生

活
道
路
が
時
速
30
㌔
㍍
に
な

５
㍍
未
満
）
を
指
す
と
い

う
。こ

う
し
た
生
活
道
路
で

は
、
標
識
や
道
路
標
示
の
定

め
が
な
い
限
り
、
法
定
速
度

は
時
速
60
㌔
㍍
だ
っ
た
。
一

般
道
路
の
法
定
速
度
が
一
律

で
時
速
60
㌔
㍍
だ
か
ら
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
事
故
が
多
か
っ

た
り
、
学
校
が
近
く
に
あ
る

な
ど
事
情
に
応
じ
た
速
度
制

９
月
１
日
か
ら
生
活
道
路

の
法
定
速
度
が
時
速
60
㌔
㍍

か
ら
同
30
㌔
㍍
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
。
取
り
締
ま
り
の
強

化
も
予
想
さ
れ
る
が
「
生
活

道
路
は
人
が
優
先
」
と
い
う

意
識
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
浸
透

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

実
は
「
生
活
道
路
」
に
法

的
な
定
義
は
な
い
。
警
察
庁

に
よ
る
と
、
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ

る
、
中
央
線
や
中
央
分
離
帯

な
ど
が
な
い
、
比
較
的
狭
い

道
路
（
幅
員
で
お
よ
そ
５
・

に
な
る
。
運
動
期
間
中
は
、

飲
酒
禁
止
を
含
め
基
本
的
な

交
通
ル
ー
ル
を
徹
底
さ
せ
た

り
、
努
力
義
務
に
と
ど
ま
る

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
し

て
い
く
。

◇

全
国
交
通
安
全
運
動
は
も

と
も
と
、
国
家
地
方
警
察
本

部
（
今
の
警
察
庁
）
が
１
９

４
８
年
に
始
め
、
52
年
に
春

秋
の
２
回
開
催
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
事
故
件
数
や
死
者

数
は
減
り
続
け
て
き
た
が
、

こ
こ
数
年
は
横
ば
い
だ
。
再

び
死
者
を
減
ら
す
た
め
に

も
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た

地
道
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
。

を
占
め
た
。

ま
た
、
特
定
小
型
原
付
に

よ
る
事
故
は
１
～
６
月
で
１

８
２
件
と
、
前
年
同
期

と
比
べ
19
件
増
え
た
。

事
故
は
午
前
８
～
10
時

台
に
多
い
が
、
深
夜

（
０
～
２
時
）
に
起
き

た
事
故
で
は
、
約
半
数

に
飲
酒
が
見
つ
か
っ

た
。
ち
な
み
に
原
付
と

は
い
え
立
派
な
車
両
の

た
め
、
刑
事
罰
の
ほ
か

運
転
免
許
が
あ
れ
ば
一

発
で
取
り
消
し
や
停
止

今
年
４
月
、
自
転
車
に

「
青
切
符
制
度
」
が
導
入
さ

れ
た
。
警
察
庁
に
よ
る
と
、

６
月
末
ま
で
の
３
カ
月
で
７

１
５
９
件
の
青
切
符
が
交
付

さ
れ
た
。
違
反
別
で
は
「
な

が
ら
運
転
」
が
２
８
１
２

件
、
「
一
時
不
停
止
」
が
２

７
０
６
件
。
こ
の
２
つ
の
違

反
だ
け
で
全
体
の
８
割
近
く

用
や
、
年
齢
が
上
が
る
に
連

れ
て
低
下
傾
向
に
あ
る
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
率
を

改
め
て
高
め
る
よ
う
、
呼
び

か
け
て
い
く
。

〝
な
が
ら
ス
マ
ホ
〟
に
よ

る
事
故
は
依
然
と
し
て
後
を

絶
た
な
い
。
合
わ
せ
て
６
人

が
死
亡
し
た
３
月
の
新
名
神

高
速
に
お
け
る
追
突
事
故
で

は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
シ

ョ
ー
ト
動
画
に
10
秒
以
上
も

見
入
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。
運
動
期
間
中
、

こ
う
し
た
〝
な
が
ら
ス
マ

ホ
〟
や
飲
酒
運
転
の
危
険
性

を
訴
え
る
ほ
か
、
ハ
イ
ビ
ー

ム
（
走
行
用
前
照
灯
）
の
活

い
色
の
衣
服
や
反
射
材
用
品

の
着
用
も
呼
び
か
け
る
。

ど
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
実

態
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
運
動
期
間
中

は
自
治
会
や
学
校
教
育
な
ど

の
場
を
通
じ
、
ル
ー
ル
順
守

の
必
要
性
や
安
全
な
横
断
方

法
を
改
め
て
周
知
す
る
ほ

か
、
こ
れ
か
ら
増
え
る
夜
間

の
死
亡
事
故
に
備
え
、
明
る

交
通
事
故
死
者
を
状
態
別

で
み
る
と
「
歩
行
中
」
が
全

体
の
34
・
９
％
（
２
０
２
５

年
暦
年
、
以
下
同
）
と
最
も

高
い
。
中
で
も
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
が
約
７
割
を
占
め

る
。
た
だ
、
歩
行
中
死
者
の

半
数
以
上
に
何
ら
か
の
違
反

（
信
号
無
視
、
斜
め
横
断
な

型
原
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
順
守
―
が
全
国
重
点
だ
が
、

１
日
か
ら
生
活
道
路
の
法
定
速
度
が
時
速
60
㌔
㍍
か
ら
同
30

㌔
㍍
に
見
直
さ
れ
た
こ
と
も
ト
ピ
ッ
ク
ス
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
理
解
度
を
ど
う
深
め
る
か
も
実
効
性
を
左
右
し
そ
う
だ
。

令
和
８
年
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
21
日
か
ら
10

日
間
の
日
程
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
①
歩
行
者
の
安
全
確
保
と

反
射
材
用
品
の
普
及
②
夕
暮
れ
時
の
早
期
ラ
イ
ト
点
灯
と
飲

酒
運
転
、
〝
な
が
ら
ス
マ
ホ
〟
の
根
絶
③
自
転
車
・
特
定
小

下
げ
止
ま
り
事
故
件
数･

死
者
数

再び減らしていくために再び減らしていくために地
道
な
取
り
組
み
続
け
て

危
険
性
周
知
を

関
係
機
関
が
連
携

60㌔から引き下げ
儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰｢

人
優
先｣

の
意
識
浸
透
を

生活道路にはさまざまなリスクが潜む
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へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
春
ご
ろ
、
警
視
庁
新
宿
警
察

署
と
共
催
で
、
体
験
型
交
通
安

全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
交
通
安
全

ア
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
６
」
を

開
催
し
た
。
会
員
団
体
を
は
じ

め
38
の
団
体
・
企
業
な
ど
が
参

画
し
、
２
日
間
で
約
４
千
人
が

訪
れ
た
。
高
齢
者
や
幼
児
・
児

童
を
重
点
対
象
に
、
交
通
社
会

の
ル
ー
ル
や
安
全
行
動
の
大
切

さ
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
12

の
体
験
型
ブ
ー
ス
を
用
意
し

た
。会

場
で
は
、
交
通
安
全
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
や
自
転
車
の
安
全
利

用
に
関
す
る
体
験
、
反
射
材
の

効
果
体
験
、
子
ど
も
向
け
の
塗

り
絵
な
ど
を
実
施
。
さ
ら
に
、

交
通
安
全
教
室
や
交
通
標
識
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
も
行
い
、
幅
広

い
世
代
が
交
通
安
全
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
提
供
し
た
。
同

会
議
所
は
今
後
も
こ
う
し
た
活

動
を
通
じ
、
交
通
安
全
意
識
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

る
。
交
通
事
故
で
は
、
高
齢
者

や
幼
児
・
児
童
な
ど
が
被
害
に

遭
う
ケ
ー
ス
に
加
え
、
自
転
車

に
関
係
す
る
事
故
も
増
え
て
お

り
、
交
通
ル
ー
ル
や
安
全
行
動

日
本
自
動
車
会
議
所
（
豊
田

章
男
会
長
）
は
、
交
通
安
全
の

普
及
・
啓
発
を
重
要
な
活
動
の

一
つ
に
位
置
付
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故

の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、

業
界
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
続

け
て
い
る
。

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
取
り

組
み
も
進
め
て
い
る
。
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
啓
発
活
動
を
通

じ
て
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上

自
動
車
販
売
業
界
は
、
ク
ル

マ
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、

安
全
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実

現
に
向
け
た
役
割
も
担
っ
て
い

る
。
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連

合
会
（
髙
田
靖
久
会
長
）
の
各

支
部
で
は
、
地
域
の
警
察
や
自

治
体
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

交
通
安
全
活
動
を
継
続
的
に
展

開
し
て
い
る
。

全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ

せ
た
街
頭
啓
発
で
は
、
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
の
配
布
や
チ
ラ
シ
の

配
布
な
ど
を
通
じ
、
ド
ラ
イ
バ

ー
や
歩
行
者
に
安
全
運
転
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど

も
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交

通
安
全
教
室
、
交
通
安
全
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
や
飲
酒
運
転
根
絶
を
呼

び
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い

る
。さ

ら
に
、
先
進
安
全
技
術
を

搭
載
し
た
「
安
全
運
転
サ
ポ
ー

ト
車
（
サ
ポ
カ
ー
）
」
の
体
験

試
乗
会
を
実
施
し
、
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
機
能
を

年
１
月
に

設
立
20
周

年
記
念
事

業
の
一
環

と

し

て

「
交
通
遺

児
育
成
基

金
」
を
立

ち

上

げ

た
。
会
員

か
ら
浄
財

を
募
り
、

１
億
円
の

基
金
を
発

足
し
た
。

こ
の
運
用

益
を
寄
付

金
に
充
て

て
い
る
。

全
国
の
単
協
・
単
組
で
も
交

通
安
全
の
啓
発
活
動
を
は
じ
め

と
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
、
自
動
車

業
界
で
中
古
車
の
健
全
な
流
通

に
取
り
組
む
組
織
と
し
て
、
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
方
針

だ
。

て
い
る
。

２
０
２
６
年
１
月
も
実
施

し
、
理
事
会
で
寄
付
金
贈
呈
式

を
行
っ
た
。
交
通
遺
児
育
英
会

へ
の
目
録
は
、
塚
田
会
長
か
ら

日
刊
自
動
車
新
聞
社
の
花
井
真

紀
子
社
長
に
手
渡
し
、
同
社
を

通
じ
て
贈
ら
れ
た
。

Ｊ
Ｕ
中
販
連
は
、
１
９
９
４

日
本
中
古
自
動
車
販
売
協
会

連
合
会
・
同
商
工
組
合
連
合
会

（
Ｊ
Ｕ
中
販
連
・
同
中
商
連
、

塚
田
長
志
会
長
・
理
事
長
）

は
、
毎
年
１
月
に
開
催
す
る
理

事
会
で
交
通
遺
児
育
英
会
（
石

橋
健
一
会
長
）
と
交
通
遺
児
等

育
成
基
金
（
小
幡
政
人
会
長
）

へ
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
を
寄
付
し

テ
ス
ト
で
は
、
直
前
ま
で
マ

ネ
キ
ン
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
事
故
に
な
る
ケ
ー
ス

や
、
回
避
は
で
き
た
も
の
の
、

急
ブ
レ
ー
キ
と
な
り
安
全
な
停

止
と
は
い
い
が
た
い
結
果
だ
っ

た
。
ま
た
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
方
が

早
く
マ
ネ
キ
ン
を
発
見
で
き
、

ロ
ー
ビ
ー
ム
よ
り
も
手
前
で
停

止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
夜
間
は
速
度
を
抑

え
、
前
を
走
る
車
や
対
向
車
に

配
慮
し
た
う
え
で
、
ハ
イ
ビ
ー

ム
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
る
。

動
画
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
可
能
。
動

画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
」
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
公
式
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
木

村
亜
美
氏
と
コ
ラ
ボ
し
た
動
画

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
は
今
後
も
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
の
制
作
・
公
開
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
交
通
安
全
啓
発

を
通
じ
て
、
日
本
全
国
の
交
通

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動

を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い

く
。

ら
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｆ
は
動
画
で
マ

ネ
キ
ン
を
人
に
見
立
て
て

車

の
ラ
イ
ト
の｢

ロ
ー
ビ
ー
ム｣

と

｢

ハ
イ
ビ
ー
ム｣

に
よ
る
視
認
性

の
違
い
や
安
全
に
停
止
で
き
る

か
ど
う
か
を
検
証
し
た


日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
、
坂
口
正
芳
会
長
）
は
、
夜

間
に
路
上
で
横
た
わ
っ
て
い
る

人
を
車
で
轢
い
て
し
ま
う
「
路

上
寝
こ
み
（
路
上
横
臥
）
事

故
」
の
危
険
性
や
そ
の
状
況
で

の
見
え
方
を

検
証
・
解
説

し
た
動
画
を

２
０
２
５
年

10
月
に
公
開

し
た
。

こ
の
よ
う

な
事
故
は
25

年
に
は
２
８

４
件
発
生
し

て
お
り

う

ち
１
０
２
件

が
死
亡
事
故

と
な
っ
て
い

る

ま
た
多

く
は
夜
間
に

発
生
し
て
お

り

ド
ラ
イ

バ
ー
の
発
見

が
遅
れ
る
等

で
事
故
に
な

る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
考
え

恒例の安全啓発イベント恒例の安全啓発イベント 38 団 体 ･
企業が参加

街頭で安全運転呼びかけ街頭で安全運転呼びかけ グ ッ ズ や
チラシ配布

少しでも交通遺児の役に少しでも交通遺児の役に 今年も
寄付金

｢路上寝込み｣は危険｢路上寝込み｣は危険 動画で検証･解説

自
動
車
関
係
団
体

交
通
安
全
の
取
り
組
み

(７) 2 0 2 6年(令和8年)9月3日号



儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰ルー」だ。

アルコールチェックの結果
をクラウドシステムなどで管
理したいとの声を多くの企業
から受け、ブルートゥースを
搭載し、さまざまなクラウド
システムとの連動を可能とし
た。また、電気化学式センサ
ーの搭載で、アルコール以外
の成分に影響を受けにくい反
応精度を発揮する。徹底した
品質管理によるセンサー寿命
の長期化（１年６カ月または
１万回）も実現している。

ソシアック・ネオは、国土
交通省が定める乗務後自動点
呼機器認定を取得した自動点
呼システムや、アルコールの
反応でエンジンが始動できな
くなるインターロックシステ
ムなどの対応機種となってい
る。そのほかネオブルーなど
も含め、同社の製品は30社以
上でシステム連動する対応機
種に採用されており、品質と
信頼性の高さを裏付ける。

製品の信頼性では、ソシア
ックシリーズ全機種、および
ネオブルーについても、アル
コール検知器協議会の検定制
度（試験機関＝第三者機関の
化学物質評価研究機構・ＣＥ
ＲＩ）で認定合格証を取得し
ている。

じた機器の提案ができる」と
する。導入企業には、義務化
となった常時有効保持の呼び
かけや、交換時期の啓発を行
うほか、センサー交換や修理
などのアフターフォローも万
全を期す。

23年12月１日からのアルコ

ール検知器による酒気帯び確
認の義務化決定を受け、ソシ
アックシリーズの中でニーズ
が増えているのが、ブルート
ゥース搭載でクラウドシステ
ムとの通信連携が可能な「ソ
シアック・ネオ」と「ネオブ

中央自動車工業
は、高品質のアルコ
ール検知器「ソシア
ック」シリーズを20
02年から販売してき
た。用途に応じて幅
広くラインアップ
し、信頼性の高さと

使いやすさに高い評
価を得てきた。自動
車関連団体をはじめ
官公庁、地方自治体
や一般企業など５万
社を超える採用実績
を持つ。警察の飲酒
検問（第一次検査
用）にも採用され、
ソシアックをベース
にした飲酒検問用ア
ルコール検知器が10
0以上の警察署で使
用されている。

同社では、飲酒運転の根絶
と企業の社会的信用失墜を避
けるため、アルコール検知器
の使用の必要性を全日本交通
安全協会との連名チラシなど
で訴求している。ラインアッ
プの充実で「用途と規模に応

アルコール検知器｢ソシアック･ネオ／ネオブルー｣

幅広いラインアップ
アフターも万全

幅広いラインアップ
アフターも万全

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど

多
様
な
シ
ス
テ
ム
と
連
携
可
能

委
員
長
）
は
「
洗
車
の
日
」
の

認
知
拡
大
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
訴
求
活
動
を
推
進
す
る
。
洗

車
用
品
の
販
促
だ
け
で
な
く
、

洗
車
を
通
し
て
気
づ
く
傷
な
ど

を
含
む
点
検
の
き
っ
か
け
に
つ

な
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
語

呂
に
合
わ
せ
て
制
定
さ
れ
た
。

同
委
員
会
で
は
毎
年
春
に
日

本
自
動
車
会
議
所
と
新
宿
警
察

署
が
主
催
す
る
「
交
通
安
全
ア

ク
シ
ョ
ン
」
へ
の
参
加
を
通
じ

て
、
洗
車
と
交
通
安
全
に
つ
い

て
の
周
知
を
行
う
。
ま
た
、
毎

年
１
月
に
開
催
さ
れ
る
「
東
京

オ
ー
ト
サ
ロ
ン
」
で
は
、
洗
車

の
日
委
員
会
に
所
属
す
る
メ
ー

カ
ー
が
集
合
す
る
洗
車
関
連
ブ

ー
ス
（
洗
車
村
）
を
展
開
す

る
。
Ａ
Ａ
Ａ
Ｌ
洗
車
の
日
ブ
ー

ス
で
は
洗
車
の
日
を
来
場
者
に

向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
者
に
は
洗
車
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
で
ア

ピ
ー
ル
に
つ
な
げ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
ら

が
洗
車
の
日
の
は
ん
て
ん
を
羽

織
り
、
会
場
内
を
練
り
歩
く
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
活
性
化
連
合
（
Ａ

Ａ
Ａ
Ｌ
、
住
野
公
一
代
表
）
の

洗
車
の
日
委
員
会
（
宮
内
秀
樹

４
月
28
日
（
ヨ
イ
ツ
ヤ
）
と

11
月
28
日
（
イ
イ
ツ
ヤ
）
は
洗

車
の
日
―
。
オ
ー
ト
ア
フ
タ
ー

即
し
た
事
故
防
止
対
策
セ
ミ
ナ

ー
の
展
開
に
加
え
、
事
故
削
減

効
果
に
有
効
な
安
全
支
援
装
置

な
ど
の
普
及
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
て
は
前
述
の
施
策
に
加

え
、
各
都
道
府
県
の
取
り
組
み

事
例
な
ど
に
つ
い
て
情
報
共
有

化
を
図
る
と
と
も
に
効
果
的
な

取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

人
身
事
故
件
数
５
８
０
０
件
以

下
、
追
突
事
故
件
数
２
３
８
０

件
以
下
な
ど
の
目
標
を
掲
げ

る
。こ

れ
ら
の
目
標
値
達
成
の
た

め
、
高
速
道
路
上
の
死
傷
事
故

の
６
割
を
占
め
る｢

追
突
事

故｣

一
般
道
路
上
の
死
傷
事
故

の
約
４
割
を
占
め
る｢

交
差
点

事
故｣

な
ど
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

の
特
徴
的
な
交
通
事
故
実
態
に

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
全

ト
協
、
寺
岡
洋
一
会
長
）
は
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
基
づ

く
実
施
計
画
を
ま
と
め
、
全
国

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通

じ
、
本
運
動
を
効
果
的
に
実
施

す
る
。
最
重
点
項
目
と
し
て

｢

飲
酒
運
転
の
根
絶｣｢

追
突
事

故
及
び
交
差
点
に
お
け
る
事
故

の
防
止｣｢

携
帯･
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
使
用
禁
止
等
運
転
マ
ナ

ー
の
徹
底
」
を
掲
げ
た
。
ま
た

国
の
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
」
（
９
月
30
日
）
を
「
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」
と
定
め
た
。

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
は

全
ト
協
が
作
成
し
た
「
飲
酒
運

転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

を

活
用
し

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す

る
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
携

行
、
酒
気
帯
び
の
有
無
の
測
定

方
法
及
び
測
定
結
果
の
確
実
な

報
告
、
ま
た
飲
酒
運
転
し
な
い

こ
と
の
宣
言
書
署
名
活
動
を
通

じ
て
達
成
に
向
け
た
機
運
を
高

め
る
。

全
ト
協
で
は
２
０
３
０
年
度

を
目
標
年
と
し
た
「
事
業
用
自

動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
３

０
」
を
策
定
し
た
。
死
者
数
と

重
傷
者
数
（
軽
自
動
車
は
含
ま

な
い
）
合
わ
せ
て
９
９
５
人
以

下
、
飲
酒
運
転
（
同
）
ゼ
ロ
、

同
協
会
で
は｢

ヘ
ル
メ
ッ
ト

あ
ご
ひ
も

し
っ
か
り
し
め
て

プ
ロ
テ
ク
タ
ー
で
胸
部
を
守

ろ
う｣

を
統
一
の
テ
ー
マ
と
し

て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用

方
法

胸
部
用
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

の
着
用
を
推
進
し
て
い
る


ま
た
、
よ
り
初
心
者
に
寄
り

添
っ
た
実
技
講
習
会
「
ベ
ー
シ

ッ
ク
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
レ
ッ
ス

ン
」
を
開
催
。
安
全
運
転
技
術

の
向
上
と
交
通
法
規
、
マ
ナ
ー

の
順
守
を
目
的
と
し
た
初
心
者

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
最
近
増
加

し
て
い
る
女
性
や
リ
タ
ー
ン
ラ

イ
ダ
ー
へ
の
安
全
意
識
・
ス
キ

ル
の
向
上
を
促
し
て
い
る
。

同
協
会
で
は
、
二
輪
車
で
走

る
楽
し
さ
の
中
か
ら
安
全
行
動

に
気
付
い
て
も
ら
い
、
ラ
イ
ダ

ー
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
二
輪
車
の
事
故
防
止
に

よ
り
一
層
貢
献
す
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
く
よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
い
る
。

月
に
実
施

さ
れ
る
秋

の
全
国
交

通
安
全
運

動
と
連
携

し
て
開
催

し

て

い

る
２

０
２

５
年
中
の
二
輪
車
死
亡
事
故
の

約
70
％
が
頭
部
と
胸
部
損
傷
で

あ
り
、
内
訳
と
し
て
約
38
％
が

頭
部
、
約
32
％
が
胸
部(

警
察

庁
調
べ)

と
さ
れ
て
い
る
頭
部

損
傷
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
あ
ご

紐
が
正
し
く
装
着
し
て
お
ら

ず

衝
突
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が

脱
落
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
約

38
％
と
の
統
計
も
出
て
い
る


ま
た
胸
部
損
傷
で
は
ハ
ン
ド

ル
や
タ
ン
ク

ミ
ラ
ー
な
ど
に

胸
を
打
ち
付
け
ら
れ
る
だ
け
で

は
な
く

右
直
事
故
時
に
は
四

輪
車
の
固
い
ル
ー
フ
の
角
に
強

打
す
る
な
ど
で
致
命
傷
に
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
も
多
い

そ
こ
で

日
本
二
輪
車
普
及
安
全
協
会

(

日
本
二
普
協

倉
石
誠
司
会

長)

は
秋
の
交
通
安
全
運
動
と

連
動
し
て
、
９
月
11
日
か
ら
30

日
ま
で
の
20
日
間
、
「
第
51
回

二
輪
車
安
全
運
転
推
進
運
動
」

を
実
施
す
る
。

同
運
動
は

自
動
二
輪
車
及

び
原
動
機
付
自
転
車
を
利
用
す

る
者
の
安
全
を
確
保
し

安
全

で
快
適
な
二
輪
車
の
社
会
を
構

築
す
る
た
め
関
係
省
庁･

団
体

の
後
援
を
得
て

家
庭･

学
校･

職
場･

関
係
諸
団
体
と
連
絡
を

密
に
し

二
輪
車
の
交
通
事
故

を
防
ぎ

安
全
の
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
９

重点項目 ながらスマホ禁止や飲酒運転根絶ながらスマホ禁止や飲酒運転根絶

ヘルメット
胸部プロテクター 正しい着用を発信正しい着用を発信

東
京
オ
ー
ト
サ
ロ
ン
会
場
の
ブ
ー
ス
で
洗
車
の
日
を
Ｐ
Ｒ
し
た

｢洗車の日｣認知拡大へ｢洗車の日｣認知拡大へ 多彩な訴求活動
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テ
ィ
ー
機
能
を
合
わ
せ
た
一
体
型
モ

デ
ル
を
業
界
で
初
め
て
製
品
化
す
る

な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
を
採
り
入
れ

る
と
と
も
に
、
取
扱
店
舗
が
ユ
ー
ザ

ー
に
ポ
イ
ン
ト
を
訴
求
し
や
す
い
分

か
り
や
す
い
製
品
の
商
品
化
に
も
こ

だ
わ
り
を
持
つ
。

同
社
で
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
機
能
を

備
え
た
製
品
群
と
し
て
「
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｕ

Ｒ
Ａ
（
ア
シ
ュ
ラ
）
」
を
展
開
す

る
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
「
Ａ

Ｒ
―
９
２
６
Ａ
Ｗ
」
は
誤
報
識
別
機

能
を
搭
載
し
、
自
動
販
売
機
や
特
定

の
車
種
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
る
電
波

の
特
徴
を
捉
え
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

す
る
。
ま
た
新
設
計
の
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
ス
レ
ン
ズ
Ｖ
ｅ
ｒ
・
２

を
採
用

し
受
信
性
能
高
め
た
。

同
社
で
は
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
法
改
正
の
認
知
の
低
さ
な
ど
に
も

危
機
感
を
示
し
、
「
無
意
識
の
速
度

超
過
な
ど
も
あ
り
得
る
。
安
全
運
転

を
意
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
機
能
を
備
え
た
モ
デ
ル

を
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
強

調
し
て
い
る
。

福
岡
群
馬
長
野
で
約
６
～
９
割
が

30
㌔
㍍
だ
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
あ
る

カ
ー
用
品
店
で
は
「
全
国
の
一
般
道

の
約
７
割
が
対
象
」
な
ど
と
ポ
ッ
プ

な
ど
で
示
し
て
お
り
、
一
般
ユ
ー
ザ

ー
が
自
分
事
と
し
て
と
ら
え
る
き
っ

か
け
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
機
能
を
搭
載
し
た
製
品
な
ど

の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
来
店
動
機
、
新

規
顧
客
の
気
づ
き
な
ど
に
つ
な
げ
て

い
る
。

ま
た
、
あ
る
地
域
部
品
商
は
「
整

備
工
場
の
中
に
は
、
ま
だ
法
改
正
に

つ
い
て
知
ら
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
」
と
し
、
「
車
検
や
点
検
入
庫

の
お
客
さ
ま
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

提
案
を
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
に
チ
ラ
シ
と
一
緒
に
製
品

を
紹
介
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

セ
ル
ス
タ
ー
工
業
（
勝
永
直
隆
社

長
、
神
奈
川
県
大
和
市
）
は
、
ユ
ー

ザ
ー
の
安
心
安
全
を
重
視
し
た
製
品

開
発
を
展
開
す
る
。
前
後
２
カ
メ
ラ

の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
と
セ
ー
フ

と
い
う
。
同
時
に
、
生
活
道
路
を
運

転
す
る
と
き
に
意
識
し
て
い
る
こ
と

は
「
歩
行
者
や
自
転
車
の
急
な
飛
び

出
し｣｢

速
度
を
控
え
め
に
し
て
運
転

し
て
い
る｣｢

見
通
し
が
悪
い
場
所
で

の
徐
行
や
一
時
停
止
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
」
な
ど
が
挙
が
り
、

運
転
時
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
注
意
を

払
う
必
要
性
は
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
感
じ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

ま
た
ジ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ(

八

剱
洋
一
郎
社
長

東
京
都
文
京
区
）

の
ド
ラ
イ
バ
ー
４
９
９
４
人
に
向
け

た
実
態
調
査
で
は
、
法
改
正
に
賛
同

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
約
９
割
と
大
半

を
占
め
た
も
の
の
「
対
象
と
な
る
道

路
が
ど
こ
か
分
か
ら
な
い
」
「
法
定

速
度
が
何
㌔
㍍
か
ら
何
㌔
㍍
に
変
わ

る
の
か
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た

声
も
あ
が
り
、
「
正
し
く
理
解
し
て

い
る
人
は
１
割
未
満
」
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
走
行
実
態
で

は
東
京
23
区
を
除
く
大
阪
、
愛
知
、

９
月
１
日
の
改
正
道
路
交
通
法
施

行
令
に
よ
り
生
活
道
路(

道
路
標
識

の
な
い
住
宅
街
な
ど
地
域
住
民
の
日

常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
中
央
線
の
な

い
道
路
）
の
法
定
速
度
が
60
㌔
㍍
か

ら
30
㌔
㍍
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
警

察
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
「
道
幅

が
狭
い
道
路
の
最
高
速
度
が
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
全

国
の
カ
ー
用
品
店
で
も
、
法
定
速
度

が
変
わ
る
こ
と
を
ポ
ッ
プ
や
ツ
ー
ル

な
ど
で
幅
広
く
周
知
し
て
い
る
。

比
較
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
ク
ル
ー
が
実

施
し
た
「
生
活
道
路
の
法
定
速
度
改

正
に
関
す
る
意
識
調
査
」
に
よ
る

と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
約
61
％
が
「
知

ら
な
い
」
と
い
う
実
態
が
分
か
っ
た

来
月
か
ら
生
活
道
路
の
法
定
速
度
30
㌔儰儰儰
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秋の全国交通安全運動 21日から10日間

(９) 2 0 2 6年(令和8年)9月3日号
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